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【Introduction】 
単一の栄養素や食品が胎児の成長に関連があると報告があるが、各食品の摂取
量を考慮した、包括的な食事の質と健康との関連を解析した研究は極めて少な
い。妊婦の栄養状態は胎児の発育に影響があると考えられているため、妊婦の
食事の質と胎児の健康情報について検討することは重要である。そこで、本研
究では妊婦の食事パターンを分類し、各食事パターンと母親の血液生化学デー
タ、妊娠週数、BMIとの関連について検討した。 
【Participants and Methods】 
1)対象者：「子どもの健康と環境に関する全国調査（以下：エコチル調査）」の
一つの拠点である千葉ユニットセンター内でリクルートした、エコチル調査参
加者を対象に解析を行った。リクルートは2011年から2014年の3年間行い、妊婦
に研究の趣旨を説明し、エコチル調査への参加同意を取得した。 
2)血液生化学血検査および食事調査：血液生化学検査は（株）SRLにて行った。
食事調査は、食物摂取頻度調査票（FFQ）を用いた。 
3)分析および解析： SIMCA（Umetrics社）、IBM SPSS Statistics 23（日本IBM(株)）、
Excel 統計（マイクロソフト（株））を用いて統計解析を行った。FFQより得ら
れたデータは標準化後、主成分分析を用いて解析を行い、Hotelling’s T2理論に基
づき外れ値となる検体を算出した（95%信頼区間）。その後、信頼区間内サンプ
ルの主成分得点に基づいた階層クラスタリングにより妊婦の食事パターンを分
類し、各群間で身体指標および血液生化学データを比較した。 
【Results】 
食事パターンは階層クラスタリングの結果、野菜摂取量が他の2群より高い値を
示した群（Prudent群）、魚類より肉類の摂取量が高い値を示した群（Western群）、
他の2群より野菜摂取量が少なく、乳製品および飲料摂取量が多い群
（Dairy&drink群）の3群に分類された。Prudent群は、他群に比べ血清葉酸が有意
に高い値を示し、Dairy&drink群は他群に比し、有意に年齢が低く、野菜摂取量
が少ない傾向が認められた。 
【Conclusion】 
妊婦の食事パターンを3群に分類することができた。3群では栄養的な指標に差
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が認められており、今後児の健康指標との関連を検討することにより妊娠中の
好ましい食事パターンの提示が可能と考えられる。 
 
 
